
  
 

情 報 発 信・提 供 

第５回 懇談会（平成 17 年 9 月 26 日（月）） 

情 報 管 理 

公の情報はどんどん公開すべき 
 
 
個人情報の原則非公開 

練馬区の情報公開の現状 

区報－町内会に全配布してみてはどうか？ 
   68 万人 

⇒コンビニ・折り込み・郵送も行っている 

情報の共有とその方法 

データベース化されているが現在は部・課別

となっている（ＨＰでも検索可） 
 
⇒分野別になり使いやすくなる予定 

 
沼田先生、秋山、岡上、片山（司会）、

高山、田中、長谷川（発表）、林、村上 
 

第 1班 

公人・私人の情報をしっかりわける 

やはりセキュリティーが重要 
（外部委託しているものもあるので） 

情報は自分から動かないとなかなか入って

こない（多分野、多量） 

区の情報 ＞ 区民の情報 
    （多い） 

区としては情報の使い方・出し方を工夫 
 
 
区民はどんな情報が必要なのかを明らかに 
 
 
 
オンデマンドが必要 
ただし、コストの問題もあるので、特定の

人のみへの公開にコスト、手間がかからな

いように 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

第５回 懇談会（平成 17 年 9 月 26 日（月）） 

 
小原先生、大島（発表）、

関根（司会）、高桑、高橋、

西村、樋口、矢崎 

第 2班 

民間委託、区民協働 
↓ 

曖昧な部分が増える 
↓ 

情報が公開されない 

区のネットワーク 
区民の欲しい情報がきているか 

1万坪（大泉さくら運動公園の管理)
作業内容提示（区から） 
↓ 
それ以外の働きがある 
↓ 

自分たちでやっているのでいい 
 
高齢者の活性化にもなる 

決定されてから、情報が流される 
事前説明不足（区側） 

公開制度を使ったが求める情報が

出てこない 

行政は“情報公開”の内容を理解し

ていないのではないか？ 

区参加のイベントで予算が明確に

されない⇒前例主義 

消防団（防災） 
危険マップ 
練馬独自のものはない 
土地（地価）が下がる⇔知っていれ

ばいい 

個人情報保護条例の過度な反応 
情報はとりにくいもの 

情報は公開されているから安心 
↓ 

情報をとりにいく区民の文化 
↓ 

情報は公開されるものという意識 

公開を求められる請求内容の詳細

は？ 

公開と非公開の線引きが明らかで

ない！ 
ルール化が必要・自治体で違いがあ

る 

決定までのプロセスの公開 練馬区のＨＰの更新は早い 

情報（自治条例も） 

運用が大切 

本日の資料に基づき、各委員が

資料の内容を熟読する 

勉強するにはよい機会です 

 

公園などの広場にトイレを設

置することの必要性 

① 

② 

共有 
  は分けて考える 
 
公開 



  
 
野口先生、大阿久、河本、

木戸（発表）、熊澤、鈴木、

古谷、山浦（司会）、若井 

第 3班 第５回 懇談会（平成 17 年 9 月 26 日（月）） 

情報共有は区民の権利だ

が知ろうとする努力が大

事！ 
住民の知る努力も大切 

メディアはこれで良い？ 
・区報のみではない 
・テレビ、ケーブルテレビ、

インターネット 

住民投票についての記述

がない 

・情報公開 
・情報共有   の違い 

情報のボトムアップの重

要性 

自治・防災（福祉・教育）

など情報の種類・目的によ

って情報の共有するレベ

ル（立場・職能）をルール

化する 
自治会と区、区と防災担当

など 

町会で空巣等の被害情報

を公表（防犯効果がある） 

情（近所づきあい）がなけ

れば情報は流れない 

守秘のルールを定め、ケー

スバイケースで柔軟に運

用すべき 
・人命あっての個人情報保

護 

過剰な？個人情報保護が

地域コミュニティ創りを

阻害しているのでは？ 

コミュニティの希薄化 
・マンションに表札なし 
・人が来ても出ない 

情報を知っている人と知

らない人の落差の拡大 

個人情報保護の弊害 
・名簿も作れずネットワー

ク化できない 

組織における名簿が名前

だけになっていることの

疑問？ 

個人情報保護 
・行き過ぎか？ 

情報共有 
・主体（区と区民 
    区民と区民？） 

区民相互の情報共有も必

要 
・防災活動など 

迷惑施設の建設情報もは

やめに伝える 

区議会委員会 
・議題メモ 
・資料    の配布を 

情報共有は区の義務であ

る 

「知る権利」 
「区の有している情報は

区民のもの」 

異議申立てをする時の根

拠となる規定が必要 

必要十分な情報種と量は

何か？ 

・情報公開度の向上 
・透明性の向上 
・伝達手法の多様化が必要 

情報公開メモ 
・真っ黒 
・真っ黒の用紙が 10円／
枚 

ＴＶ等で会議が見れるシ

ステム 

必要な情報を知らない人

のないように 

自治をはぐくむときに共

有すべき情報が重要 
（情報公開制度とは異な

る概念イメージ） 

苦情を受けつける場や仕

組の充実 
「審査会」「オンブズマン」 

区の情報を区民に伝える

工夫が必要 

区民が自ら情報を伝える、

取る努力や仕組 
区民の生活に関わるよう

な自治についての情報を

発信し、共有するルール 
・新聞・テレビのようなメ

ディアの活用 

どんな情報が必要かを吟

味 
→いつどのような情報の

提供が必要かを検討 

メリット、デメリット両方 
の情報の公開を 

コミュニティ 

：問題点 

：解決の考え方・方向 

：その他の意見 


